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書評

書評:青 池 慎一著

『イ ノベー シ ョン普及過程論』慶應 義塾大学 出版会、2007年

桑原 武夫

 「ああ、そ うだ った」 と、本書 を読みすすむ うちに何度 も思った。青池先生が直接語 りか け

て くだ さってい るよ うな錯覚 を覚 えたのだ。先生 の、優 しく、そ して、初学者への配慮 に満 ち

た語 り口は、そ のまま本書の記述 にも引き継 がれ てい る。やや難解 な概念や述語 に出 くわ し、

心細 くな ると、す ぐその後に、わか りやすい解説 が続 き、前に進 ませ て くれ るのだ。 それ は、

20年 ほ ど前、評者が大学院 に入学 した ばか りの頃、 よく訪ねた先生の研究室で、お話 を うか

が った時に覚 えた気持 ちと同 じだ と、懐か しく思 い出 したのだ。

 ここで改めて記す まで もな く、本書の著者 である青池慎一先生は、社会心理学の大家 であ り、

なかで も、 コミュニ ケー ション論 、お よび、イ ノベー シ ョン普及研 究の第一人者 である。数多

くの論文、著書 、訳書、研 究発表 はもちろん、講演や主要学会の運 営な ど、 さま ざまな活動 を

通 じて、我 が国の研究 を常に リー ドし、その レベル ア ップに尽力 され てきた。

 イ ノベーシ ョン普及研 究分野 において、塾の社会学専攻は、その中心であるとの揺 るぎない

評価 を得つづけてい るが、それ には、先生が、その伝統 を継承 ・発展 させ てこ られた努力 よる

ところが極 めて大 きい。 さらには、優秀な人材 が集 まる との評判 どお り、青池ゼ ミは、有為 な

人材 を輩出 し続 けてお り、学術 、実務 の世界を問わず 、その活躍ぶ りを耳にす ることが少 な く

ない。

 私た ちは、 このよ うに、青池先生が身近 にい らっ しゃることの恩恵 を受 け続 けて きのである。

ただ、残念な ことに と言 っては身勝手 だが、昨年 、先生 は、塾での職務 にひ と区切 りをつけ ら

れ 、成城大学に新 たに開設 されたイノベー シ ョン学部 に移籍 されたのである。本書は、そ うし

たタイ ミング(2007年7月)に 上梓 され たものであ り、先生 が、慶磨義塾 にお いて研究者 と

してのキャ リアを開始 されて以来、今 日まで に生み出 された研究成果のま とめ としての意 味 も

もつ もの と推察 され る。

 本書 は、序文に続 く、7つ の章か ら構成 されてお り、230ペ ー ジの中に、イ ノベーシ ョン普

及過程 について、著者 の高い識 見に基づい て、戦略的に選択 された内容 が、組織的 に配置 され

ている。

 まず、序文において、本書が、イ ノベー シ ョン普及過程 に関心 をもつ、学生や実務者 を対象

としてお り、その基礎的 な理解のために貢献す ることとい う、本書が編 まれ た 目的が記 され て

い る。 この 「基礎 的」 とい う言葉 につ いては、特に言及 があるわ けではない。 しか し、本 書の

全体を通 じて、概念や分析枠組みについての詳細かつ精密 な記述がな され ていることや、主要
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研究を網羅 し、一定の立場 に片寄 ることな く、高 く広い視点か ら徹底的 な検討がな されてい る

ことな どか らは、それが、イノベー シ ョン普及過程 についての理論 の土台 を構成す る とい う意

味での、 「基礎 」 を意味 してい ることは間違いない とい って よいだ ろ う。 しか しなが ら同時に、

冒頭に述 べたよ うに、本書は、その丁寧な記述 によ り、初学者 に も十分理解が可能 であ り、べ

一 シ ック(基 礎 ・入門)・ コースのテ キス トと して も有用 とい った意味において
、基礎 的で も

ある。

 また、知識その ものは、それが発見 され た文脈や時代背景 とともに情報価値 を失 って ゆくも

のであ るとの認識の下、それ ゆえに、必要な時に、知識 を更新 してゆけるための、分析装置 と

しての諸概念、分析枠組み 、お よび、分析方法 の重要 さが強調 され てい る。また、イ ノベーシ

ョンの送 り手だけでな く、普及活動の ターゲ ッ トであ る潜在採用者(組 織)、 消費者の役割 に

も着 目し、総合的な理解 をめざす ことも本書 の特徴のひ とつ となってい る。

 第1章 では、まず 、イノベー シ ョン普及過程が、 あらゆる社会 システムや時代 において、普

遍的に存在 してい るコミュニケー シ ョン過程 であることが確認 され る。 この ことは、その研 究

が、意義深い ものである半面、広い範囲に及ぶ ため、相 当な困難 を伴 う作業であるこ とを意味

す る。 この よ うな認識 に もとづき、 「イ ノベーシ ョン普及過 程の構成 要素 と主要概念 」の検討

が入念 にな され るのである。

 第2章 では、イ ノベ ーシ ョンが多様 であるこ とを認め、過渡 の単純化 を避 け、変数 と して取

り扱 っていかなけれ ばな らない との立場 か ら、 「イ ノベ ーシ ョンの分析 」がな され る。 前半で

は、イノベー シ ョン属性分析 として、(1)普 及速度 と、(2)イ ノベー シ ョン採否 も しくはイ

ノベ イテ ィブネスの高 さの説明 を目的 とした諸研究が検討 され る。後半は、イ ノベー シ ョンの

類型化 にあて られ ている。

 第3章 では、 「イ ノベー シ ョンの採用 ・不採用 の意 思決 定」を説 明す るために考案 され てき

た諸モデルが体系的に とりあげ られ る。イ ノベー シ ョンには、本来的に もっている新 しさに よ

って、不確実性 がつきま とう。 これが採用 を妨 げる。そのため、情報に よってその不確実性 を

減少 させ ることが必要 だが、それが どのよ うな経過 をた どるのか分析 され る。

 「採用過程のモデル」 「イ ノベーシ ョン決定過程のモデル」 「多機能型イ ノベ ーシ ョンにおけ

る実行段 階の分析」、お よび、組織 に よる採用 を扱 う 「権限に よるイ ノベーシ ョン決 定過程 の

モデル」が検討 され る。そ の徹底的な網羅1生と、議論の緻密 さは、他の追随を許 さないほ どの

構戒 となって い る。例 えば、イ ノベ ーシ ョン決定過程 のモデル に、比較 的近年 に追加 され た

「実行段階」について、なぜそれが必要 であ り、モデル が どのよ うに改善 され るかについての

系統 的な理解が得 られ るよ うな工夫がほ どこされてい るのだ。

 第4章 は、第3章 で検討 した過 程モデル の段階 をすす めてゆ くた めの原動力 である情報 が伝

えられ てゆく 「イ ノベ ーシ ョン普及過程 にお けるコ ミュニケー シ ョン ・チャネル」 を対象 とす

る。 どの段階にあ るかによって、有効 なチャネルや、情報 に求 め られ る要件 が異 なる点にっ い

ての諸研究が詳細に検討 され る。学術 的な意義 とともに、特 に、マーケターな ど実務者 に とっ
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て も、実践的 な有用性 の高い ヒン トに満 ちてい る章であ るといってよいだ ろ う。

 第5章 と第6章 は、採用者個 人に焦点が当て られ 、 「イ ノベ イテ ィブネス概 念」が検討 され

る。第5章 では、 「その定義 と測定 についての理論的検討 」 と して、概 念の定義 と、その測定

法(12種 類 も!)が 扱われ、それぞれの得失 とともに、 目的や状況に応 じた利 用方法が論 じ

られ る。 これ らを踏ま え、第6章 では、 「経験的(実 証的)研 究の検討」が行なわれ る。イ ノ

ベイテ ィブネ スの度合いに影響 を与 える要因をめ ぐる研究に続 き、イ ノベイテ ィブネ スのイ ノ

ベーシ ョン ・カテ ゴ リー間にお ける一貫性 が論 じられ る。 これ は、著者が これまで、精力的 に

探究 し、成果 をあげて きたテーマ のひ とつであ り、本書の独 自の魅力 の一端 を担 うもの となっ

てい る。

 最終 の第7章 では、 「イ ノベー シ ョン普及過 程 とイ ンターパ ー ソナル ・コ ミュニ ケーシ ョ

ン」が、特に、オピニオ ン ・リー ダー に焦点をあて られて検討 され る。オ ピニオ ン ・リー ダー

と類似の概念 がその測定法 とともに とりあげ られ 、マーケ ッ ト・メー ブン とい った新 しい概念

に結びつ け られ る。 さらには、 「オ ピニオ ン ・リー ダー の多形態性」や 「オ ピニオ ン ・ギ ビン

グ とオ ピニオ ン ・シー キング」の検討 に発展 してゆ く。前2章 同様 に、著者 自身の研 究が重要

な役割 を果た してい るテーマである。

 以上、みてきたよ うに、本書 は、読者 に、まず 、イ ノベ0シ ョン普及過程の全体について、

見通 しの よい構 図を与 えて くれ る ことを特徴 としている。ただ、それ に とどま らず、各 トピッ

クスを詳細に追求 しよ うと目を こらせ ば、それ ぞれ に詳細 な情報 と、発展的学習のための道標

が、入念 に準備 されてい る。

 この分野を隅々まで知 り尽 くしている著者 に よって、研究や事例が、豊 富に取 り入れ られ て

いるこ とは、 もちろん本書の大きな強みのひ とつである。 しか し、それ に も増 して、著者 な ら

では とい える、研究眼 を通 じて、そ うした要素が、戦略的 に配置 され 、関連づ け られ、そ して、

意味付 け られている ことこそ、本 書の最大の意義である。 これ によって、本書 は、 この分野 に

おける主要文献 としての地位 を獲得 してい るといって よいだ ろ う。

 著者 も指摘 している とお り、イ ノベー シ ョン普及過程 は、普遍的な現象 であ り、 さま ざまな

分野 と関わ りをもつ。直接、社会心理学や コ ミュニケ0シ ョン論 を専門 としていなくて も、 さ

ま ざまな分野の研 究に、本書か ら示唆 を見いだす ことができる と期待 され る。社会科学を学ぶ

学生や研究者、そ して、実務家に も、幅広 く奨めたい書 である。

[本 体価 格2,940円]

(くわはら たけお  慶磨義塾大学総合政策学部)
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